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公
共
施
設
更
新
を
計
画
的
に

進
め
る

一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、

１
６
８
９
億
８
６
百
万
円
、
対
前
年
度

比
0.9
％
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
令
和
７
年

度
に
次
い
で
過
去
２
番
目
の
予
算
規
模

と
な
っ
た
。

区
は
、
７
年
度
を
始
期
と
す
る
「
豊
島

区
公
共
施
設
更
新
計
画
」（
学
校
改
築
を

含
む
）
と
と
も
に
今
年
度
中
に
は
「
豊
島

区
公
園
等
再
構
築
プ
ラ
ン
」
を
策
定
す

る
な
ど
、
将
来
の
公
共
施
設
の
更
新
に
か

か
る
方
針
の
整
備
を
進
め
る
。
建
設
費
や

人
件
費
等
が
大
幅
に
増
加
す
る
な
か
、
こ

れ
ら
を
着
実
に
実
現
し
区
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、「
義
務

教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金
」
に
26
億

円
増
と
な
る
50
億
円
、
「
公
共
施
設
再

構
築
基
金
積
立
金
」
に
24
億
円
増
と
な

る
40
億
円
を
計
上
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

「
財
政
調
整
基
金
」
の
取
り
崩
し
は
行
わ

ず
、
特
別
区
債
は
市
街
地
再
開
発
事
業

や
千
川
中
学
校
改
築
事
業
等
、
財
源
利

率
な
ど
の
有
利
な
条
件
の
も
と
活
用
す

る
と
し
て
37
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。  

８
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
に

「
福
祉
」「
健
康
」「
産
業
振
興
」

歳
出
の
構
成
比
は
、
子
ど
も
家
庭
費

が
最
大
の
21.

３
％
、
次
い
で
福
祉
費
が

20.

３
％
と
昨
年
を
上
回
る
割
合
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
増
加
率
が
大
き
い

の
は
政
策
経
営
費
が
義
務
教
育
施
設
整

備
基
金
積
立
金
や
公
共
施
設
再
構
築
基

金
積
立
金
の
増
な
ど
に
よ
る
64.

７
％
の

増
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
費
が
池
袋
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
経
費
の
増
な
ど
に

令
和
８
年
度
予
算
は

基
本
構
想・基
本
計
画
の
実
現
を
加
速
し
、

〝
持
続
可
能
な
区
政
の
礎
と
な
る
〟予
算
に

　

豊
島
区
の
令
和
８
年
度
予
算
案
が
公
表
さ
れ
た
。

　

物
価
の
高
騰
、
人
件
費
や
工
事
費
の
上
昇
と
い
う
変
化
の
激
し
い
状
況
の
な
か
、
学

校
改
築
を
は
じ
め
市
街
地
再
開
発
事
業
や
公
共
施
設
更
新
等
の
増
大
す
る
投
資
的
経
費

に
も
対
応
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と
い
う
困
難
な
課

題
を
両
立
さ
れ
て
い
く
予
算
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

特
集
：〝
豊
島
区
令
和
８
年
度
予
算
案
〟を
見
る

よ
る
19.

３
％
の
増
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

投
資
的
経
費
を
除
く
新
規
・
拡
充

事
業
は
２
６
７
事
業
、
60
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。
７
年
度
の
重
点
テ
ー
マ

「
安
全
・
安
心
」
、
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
」
、
「
教
育
」
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
、
生

活
基
盤
で
あ
る
住
ま
い
支
援
を
強
化

す
る
「
福
祉
」
、
新
保
健
所
整
備
を
契

機
と
し
力
を
入
れ
て
い
く
区
民
の
「
健

康
」
、
地
域
経
済
の
持
続

的
な
発
展
を
促
進
す
る

「
産
業
振
興
」
の
３
つ
を

新
た
な
重
点
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
。 

不
合
理
な
税
制
の

拡
大
が
懸
念

歳
入
で
は
、
特
別
区

税
は
前
年
度
比
8.1
％
増

の
４
１
９
億
４
２
百
万

円
。
こ
の
う
ち
特
別
区

民
税
は
、
納
税
義
務
者

数
や
賃
金
の
上
昇
等
が

続
く
と
見
込
み
、
前
年

度
比 

8.9
％
の
増
と
な
る

３
８
４
億
６
５
百
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。 

ま
た
、
特
別
区
交
付
金

（
特
別
区
財
政
調
整
交
付

金
）
は
、
市
町
村
民
税
法

人
分
等
の
調
整
税
増
加

を
見
込
み
４
０
４
億
円
の
増
、
「
地
方

消
費
税
交
付
金
」
は
国
内
消
費
に
伴
い

17
億
円
の
増
、
収
益
の
分
配
や
株
価
の

上
昇
等
に
よ
る
「
配
当
割
交
付
金
」
は

５
億
円
の
増
、
「
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
」
は
17
億
円
の
増
を
見
込
ん
で

い
る
。

一
方
で
、
８
年
度
も
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
金
控
除
額
の
減
収
分
は

約
33
億
円
の
見
込
み
と
引
き
続
き
大

き
い
。

ま
た
、
国
の
「
令
和
８
年
度
税
制
改

正
大
綱
」
に
は
、
こ
の
「
利
子
割
交
付

金
」
「
地
方
法
人
課
税
」
「
固
定
資
産

税
」
に
お
け
る
都
市
と
地
方
の
偏
在
状

況
が
指
摘
さ
れ
必
要
な
措
置
を
検
討
す

る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不

合
理
な
税
制
改
正
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
た
め
に

高
際
区
長
は
２
月
の
区
議
会
で
の
所

信
表
明
で
も

「
将
来
へ
備
え
た
予
算
を
編
成
で
き

た
一
方
、
令
和
７
年
度
の
不
合
理
な
税

制
改
正
の
影
響
額
は
１
０
７
億
円
ま
で

上
昇
す
る
と
見
込
ま
れ
、
こ
の
額
は
お

お
よ
そ
学
校
１
校
の
改
築
経
費
に
当

た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
流
出
累
計
額

６
５
０
億
円
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
今
か

ら
２
０
３
８
年
ま
で
の
12
年
間
に
も
及

ぶ
ご
み
の
収
集
・
運
搬
・
処
理
に
係
る

経
費
に
相
当
し
ま
す
。
区
政
連
絡
会
等

の
場
で
、
区
民
の
皆
様
か
ら
も
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
税
の
流
出
を
危
惧
す

る
声
が
挙
が
っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
国
に
対
し
て
、
制
度
の
廃
止
を

含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
本

区
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
等
を
活
用
さ

れ
、
「
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
区
民
の
た
め
に
使
わ
れ

る
べ
き
税
金
が
他
自
治
体
に
流
出
し
、

こ
れ
ま
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
に

つ
い
て
、
区
民
の
皆
様
へ
の
積
極
的
な

周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
特

段
に
述
べ
て
い
る
。

※
区
議
会
予
算
委
員
会
は
２
月
10
日

（
火
）
か
ら
３
月
24
日
（
火
）
ま
で
開

会
中
の
第
１
回
定
例
会
内
で
審
議
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

令和8年度豊島区予算案を説明する高際みゆき区長

新築  リフォーム 
まかせて安心

おかげさまで創業98年


